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1.基 本 的 な考 え方

乳牛の快適性が十分に考慮された11,た性の高いタイス トール■合においては  「 牛床」 「 換気」、

「繋留方法J、 「飼槽管理J、 「綸水管理J、 「人と牛との相″関係Jな どが総合的に整っています。

このような牛舎に入ると、真つ先に日に付 くのが牛体が美しいこと、採食直後や搾寧L後には殆どの学L

牛が横臥して反郷していることです.

ヨーロッパでの乳牛行動学の研究 こよると、事L牛は 1日 の約50%の 時間を10～ 15回に分けて横臥し

たり立ち上がった りすると言います. 111当 た りの横臥時間は60～ 80分 で、1日の合計横臥時間は9～

12時間となります。1回当たりの社'時 間の内 体 の片側を下にして連続 して同じ姿勢で検臥していら

れるのは10～ 15分が限度と言われています。

つまり1回当た り60～ 80分 の価はII間の内 4～ 8回 横臥姿勢を変えている事になります。この理由

は、寧L牛は体重が重すぎるので'I佃,たけを同じ姿勢で長時間寝ていると、かかつているl■力が血液の循

環障害を起こしてついには起立不青ヒになるからです。

牛床に横臥しているときは、り,いに姿勢を変えられる自由度わツト床には必要です。

快適な牛床では、下図のようにリラックスした姿勢で横臥します。これらの横臥姿勢をわが家の牛床で

提供することが重要なことのひとつです。

こ こ し
図 1 自 然な横臥姿勢 (Schnit2er 1 97 1)

学L牛は、 「採食」、 「飲水J 「 社臥して反射」 「 休息Jし ます。このことを何度も何度も 「歩い

たりJ「 立ったり,「 座つたり1●,動作でつなぎ合わせて行つています。

このつなぎ合わせの動作を 「‖,1にJ「 障害無くJで きる 「■床の構造と状態」が、平t牛の快適性を

高めて生産性を Lげるために力'も F要であること力:研究によつて明らかにされています。

クッション性が高く、滑らない (乾いている)、 どこにもぶつからない牛床は、乳牛の寝たり起きた

りの動作が自然で、牛体が綺胆で対節の擦り傷や睡れが無く、とにかく頻繁に横臥する牛群に変化しま

す。清潔な乳牛環境は牛宇t消子セ■人の最大の武器となることは,Iうまでもなく 411体の牛学L生産量が高

まる事も見逃せません。

ちなみにイギリスでの研究によると、横臥して反現する時t‐l乳腺を環流する血液の量は、立つたまま

で反郷する時よりも60%多 く、,11:が高いという報告がされています。



(1)牛 床の必要条件

「人間側の管理日的ゃ手法」力,らすると

① 牛 をなるべく真っ直ぐに座らせたり立たせたりさせて、翼尿が尿溝の中に落ちるようにし、牛体が

清潔に保てること。そのことによって、環境性の乳房炎を低く押さえることができて、日常の管理作

業や衛生的な搾乳作業がしやすくなること。

② 牛 が立ったり座ったりする時に肢蹄、体への負担を最大限少なくして、牛床が原因 (硬い、濡れて

滑るなど)に よる手L牛の疾病を少なくし、健康的に字L牛管理ができること。

③ 牛 床と敷料のメンテナンスが省力的で、なるべく低コストであること。などです。

「乳牛側の快適性J力'ら必要とされることは

① ク ッションがあり、肢蹄の負担、関節の擦り傷や腫れがないこと。

② 吸水性があり乾燥していて、寝起きの際、特に立ち上がる時に後肢が滑らないこと。

③ 寝起きの際に牛体がどこにもぶつからないこと。

④ 隣 りの牛が邪魔にならず 常 に自分の生活空間が確保されていること。

⑤ エサや水を摂取する時に不自然な姿勢をする必要がないこと。などです。

このように、人間側の都合と乳牛側の要求を高いレベルで満足させるような r牛床J力;必要です。

(2)牛 床の良否判断

①クッション性と乾燥状態

人間の10倍 くらいの体重を、人間の両方の足の裏より少ない面積の四蹄で支えているので、牛床が硬

いと蹄ゃ関節への負担が大きいことが容易に想像できます。

蹄ゃ関節が痛いと生産性が大きくマイナスすることは、痩せて関節が腫れ、蹄が痛い牛をみれば簡単

に理解することができます。

下の写真のようにニードロップテス トをして牛床のクッションと乾燥状態を判断して下さい。

□ わが家の牛床でこのテス トをする場合はケガに注意して下さい。

写真 1

ゴムチップマットレス
写真2

コンクリー ト



②メ1の移rlJスベースの保証 滑 らないこと と こにも_ つゝからないこと

■の 「Iな 起き :がり姿勢は後1 かヽら先に体をliら iげます.

先すllになっている後翻̀の真下に後itを入れようとするために

ア 反 動をつけるために 度 頭を|||,1げます

イ 次 に|十ち :げた頭を反FIJをつ す●から前,(方に突き‖lしまつ

このときit方二障害物力'な |れ(よ ス ユ、―ズに突き‖|すこLんiできます.

スタンチ コンは,あ:おヽつか り Jン フォー トストールは,トカt,Iつ力'ります.

このときは 体 董が両前摯 11,て 11方:こi多動 しているo,て̀ モ家|にかかる体「は,`くな

口,前康にかかる'111は大きくならo)でクッシ !ンrlが必要です

ウ こ の晰間に後躯の ドに後肢を1き たゝんた後 後 12を必死に日1ましなから重たい後躯を持|,

このときに■床が滑つて路ん引(■なかつたり体の 出`がふつかると,F常なダメージとなり

きド|か少ない使い■床、濡オtt ilるコンクリー トゃコヱ、マ ,卜の+床 は要'Tきです。

工 そ の後洲|けていた両前膝のサ1巧すつを仲ばして、ア',|:かりよす

政牧ILではこの後■は一歩前に よ うとします.

りますか

Lげます

ます l・l

l k  k lに日|ろうとする|・は次び,よ うな行 llをとります

ア 両 前瞭を'「万すつ折つて牛|:1 1● ます

この,+ 1 1床のクッション性■ ス ―ヽスか 1分 にあ つ牛体が どこにもふつからない状i,しドでは ■

は路Υ杵,「くこの動作に入 りますか 逆 の場イ|は11い‖十円1をかけてこの41J作に入る決心をflけます

イ 次 に円ヽろうとする方向の後I,をもう一方の後I支の11の方に|,l Jさせて[1れ込みます

ブ́まり ri v111こ口|ろ うとする場 i4■こkりI(を移 して倒″し込,,ま ,.

この1キ 1分 なスペースがある場 `卜はスノ、―ズに11れ込み ます力ヽ  l lい場合は一気に体 Fを落とし

て仕|オし込みます。この倒れJl●11 1 1は「在に体 Fを コン トLl―ルで きないので 1要llなど力‖樋|ィ「

明llや継イiにぶつかると′|=は人きなグメージを受けます.

ウ こ の後 11肢と後I支のボジシJ,を 11“して‖臥´多̀に入つよ十`

●体のスペース
②頭の  1'突 き出し

|ス

ヘ  ス

|ス

ペ~ス

|

図2 牛 が起さあかる時の模式図 (Cermak ei J 1983)

Da「y Scicnce Upde 1996/105よ り車弓|
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(3)牛 床の寸法

′卜床のスペース("111さ)は繋“する't牛の人きさと紫留方法などによつて決定します.

フリーストールの場合は「「算により,出 する方法が提案されています力|タ イストールの場合は寸法

の決定はりl確ではないようです.

従来のスタンチョンストールの ‐lltr,なJ法 |‖i×長さ)は  20cm× 160cmrl,■が多ぃようですわヽ

最近は 乳4=の大型化に伴い130cm士×175cm士の1lllk「ヽ法が多いようです。

(図3 4 5お よび表 1は 「'卜合llt設とストレスJ Da ryJapanより弓1川)

図3

''■ ヽ|

体重別ス トール体長 図4 体 重別体幅

表1 ス トールの寸法例

― 。一 ――― l        l ― ,

図5 牛 のサイズ測定部位

(4)敷 料 の必要 な条件

①適tlなクッションがあり 牛 が アヽち

②吸水性があるもの.(表 2参∫照)

③化学変化がなく食べても無たなもの`

iがる'寺辞力‖lらないもの

④牛に対するll原菌 感 染歯を含まないもの.

⑤安flで人「しゃすく見た11に綺施なもの.

0メ ンテナンスしゃすいもの.

(5)敷 料 として使われる一般的な材料

①フラ類 (■‖ 稲 ワラなど,

② l乞牧 十Ⅳt

Oお かくず かんなくず バークなど

④砂 (粘i合イj llが2%以 ドのもの'

0新 Hlllt 雑誌などを裁Wiしたもの

'コ1出来訳崚l l l ( 1 9 9 7 ' ( % ,

表 3 床 材の種類と休息時間

1曰 に牛が牛床で
休息を取る時間

t.き出しのコンクリー ト         72時 間
絶縁されたコンクリー トスクリー ド    81
硬いゴムマツト             98
切Lfした麦ワラを敷いたコンクリー ト  141
専売されているカウクツション (特許,  144

牛床の床材の種類

試
スタンチョン コンフォートタイ 馬栓棒タイ

"I 長 さ Ⅲl 11さ "f 長 さ

400

500

550

600

650

700

750

10

15

20

25

30

35

40

45

55

60

65

70

75

80

15

2 0

2 5

3 0

3 5

4 0

4 5

5 5

6 5

7 0

7 5

8 0

8 5

9 0

1 2 0

1 2 5

1 3 0

1 3 5

1 4 0

1 4 5

1 5 0

1 6 0

1 7 0

1 7 5

1 8 0

1 8 5

1 9 0

1 9 5

(卜 「は転 輛 と11さはm,

表2 各 敷料資材の吸水準

エン芝

ヤ,!

人 ,

ヤI

月ヽ  女

ヤI

チモンー

ψZ 中

オ,  力'

く   す

吸水“ 423 494 264 255 236

|:`)フ ットケラ″イドより



2 牛 床 の現状 と問題

牛舎内で生産性を高めて健康1,に■を飼う場合には 快 適な■床が必要です。

南根室管内では、 「牛床Jに ついてどのような‖1題があるのでしょうか。

(1)牛 床 が短 い

現在の繋ぎ■舎は、その多くが20年以上前に建てられています こ の間に乳牛は育種政良されて体が

大きくなつており、当時の牛床のサ イズは現在のソt牛にとって''いものとなっています。(写真3 表 4)

表4 乳 牛の体長の変化と南根室管内の牛床の長さ

子L牛の体長 (cm ) * 牛床の長さホ*

‖̀1不‖53`「 165± 59
159± 11 1

4`成 8年 172± 65

帯ルヽ畜,た大学付属農場 (49カ月齢以上)

*302 i l:及 センター調査、98年

＊

　

＊

写真

乳牛の体長に対して牛床が短いと 後 躯がストールよりはみ |し後肢を尿満に落として横臥している

のをよく見かけます。この場合 ‖ |り、1+の体■を小“i積で支えるため負荷が大きくなります。起きると

きの足配りも悪いでしょう。

そして 牛 床が短いと斜めに横lJします。両隣の牛が斜めに横臥すると、その間の牛は横臥すること

ができなくなり、休息と横臥反aか 勁げられます。('メr,4)

さらに 牛 床が短いと斜めに起●ナること力∫多くなります。その状態で葉尿を排泄すると隣の牛lAを

汚し、隣の早L牛は糞尿の上に樹臥」ることになります.('メ真5,

早L牛が牛床に斜めに寝起きして,|.1(で体を汚すことを防ぐためにサイトパーティンョンは必要なアイ

テムです力ヽ 牛床が短いと立ち liかりや座 り込みの動作 横 臥娑ウ3に必要なスペースがさらに制約され

るため、適当な牛床の長さが必要 =|

(2)牛 床 が滑 る

滑る牛床はn■膝や飛節の擦 りむ(十,I嗅れ 蹄 の故障および7しⅢl,傷の原因になつています。('メ真6)

一連の動作に痛みが伴うと 亭L+(1な るべ くその動作をするIを 必要最低限に抑えようとします。その

ため 立 ちっばなしゃ、座 りつはなしが多くなります.

コンクリー トや従来型のゴムマ ′卜の1"れると汁|るという欠点を打,うため、敷料の手入れを 「分に行

つて乾爆させることが必要です.

写真 4 写真 5
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写真 7

(3)牛 床 が硬 い

′し11は′ち11りの際に自分の体「をコントロールできないため 反 _rlJをつけて立ち卜がり 後 躯を落

とすようにハ̀り込みます。前膝ゃ1 面ヽi lЧ蹄にもかなりの体■がかかります.も し1・床が使ければ 立

ち口り は身体を傷める危険な行動になります,ですかr, 4=床を柔らかい素材に変更するか、敷料をた

くさん入れてクッション性を高めること力'必要です.

クッション‖:の良否テストは前述のニートロップテストを行えばm11に川1解できます。

(4)敷 料 が足 りない

根■竹内の農場では敷11として546%が 牧riとた,Iを 90%か おがくすを不1川しています.ま た

2 3 8 %か 敷||をlL用していません,(9811  , ,及 センター 調査 302,つ

収料か足りないと、牛床は使くてHIりやす くなります 叫 く ‖:る′
卜床がどのような弊書があるかは

Hlでも'I解できます.

表5 乳 牛のエネツレギーの

使い方の優先順位

また 敷 ド|には翼尿の ,ヽ気を吸い取る吸洒'の役11と

体を保温する役割があります.

吸||が足 りない場合には '卜は濡れた11床に繊り、

して体を汚します.

特に寒冷期に体を濡らし 体 力,令えることは

エネルギーのIt失につながります.(表 5参 I“|

■床が常に'ケオしてt るヽ1人況は蹄にも′tJIに も良く

ありません.乾 かす作業を J llJを持つて行い ,Zい

ている状態を意識的に作 り出lすことが 1要です

①生体維持

②胎りこの成長と,1娠の紺統

③増体

④オ手し

0体 脂nl」の蓄積

0繁 ■サイクル

「牛の.L14炎に'|する環境要人の1影響 (DI'A“ 0(,91中川忠瑯[|'OJに よると 敷 FIが無い場合の

フt"t担l1/の発生イは 敷 料がある」・7合の25倍 以 i mi床`,7t″,炎は214近くに及ぶと報,,されており

敷メ1が不足してはいけないことを示しています

(5)牛 床 面 の 凹 凸 と勾 配

牛床山iに,II Iがあると 蹄 ゃ関節などに大きなダメージを受け 蹄 1 やヽ故障の原因になります.ま た

PIIIは消お1がlll難で 手し牛は常に不衛J:な■床 こ価たわることになります.

また■床の1～2%程 度の勾配は アし■かまっす ぐに起 'するよう:こなり 尿 が尿rtに落ちやす くなる

ので'「
床を,けす機会力ヽ 咸ります.4'体の乾煤 と青潔を“tつために ll」度な勾配を付けて補修をしましょ

う



3 牛 床 の改善方 法

(1)牛 床素材の改善

牛床に求められることは

「クッションヤlj f吸 水性J  ´ヽ1つん'らないJ「

最近、クッションヤ|と吸水lVIとtう 条件に見合う

①ゴムチップマツトレスの牛床

ゴムチップマフトレスは ゴ ヱ、チ ,ラ oえタィャを砕いた

もの,わiチュープ状に允填された7′ トレスをカバーシート

で被覆して使用lします.(図 6)

アンカーボル ト

図6 ゴ ムチップマツトレスの略図

定の広さJ  自然な姿勢ができることJな どです.

ものがlll場で使われ始めていますので紹介します。

(「牛舎の リフォームJ Dary」 apanよ り弓1用)

施工の 手順は

ア、1'床後部にカバーシー トの要を 1にしてllkき平板 (幅140mm l,さ 5mm位 のプラスチックか鉄製の

もの)で 押さえアンカーボル ト[卜定 します.

イ 次 に マ ットは隙‖l無く牛床11後J‖に合わせて敷き,詰めます

ウ そ して、アで「1定したカバーシ ートを折 り返 してマットを社い■床前部と両横を14板で押さえアン

カーボル トで"定 します。 1前 に弓つjlkりなから‖tし ます|

実際の施 :風景は第 1計̀ 「コゴ千 /プマツトレスを餃いてみようJ(8ベ ージ)に ′J しヽました。

関節が腫れず肢蹄への食担が少

レスが少ない.

1/3～ 1/1の 部分を掃き落

☆ ゴムチ ップマ ッ トレスの牛床の大 きな特徴 ☆

ア、ゴノ、チップがたくさん入つていろ物はクッション性に優れていて

ない.

イ 特 に起き :がる1子にカバーシー トにより椰が‖あ す IIK llへのスト

ウ、敷料は 「に少11のおがくすをlL Iして業尿の水分を吸着させ 後 ろ

とすことにより牛床の乾燥化と占潔度を保てる.

工 午 床のll日の■人れは簡中で ,,11の定″l迪川,Iサの労力も少ない.

オ カ バーシー トの耐川年数は,1: , 1 ,と ,1好:によりはらつ さん'あるが

れている

力、初期投資に多くの`そ川が必要である。

キ 水 分が多い“尿 となるので す ●処'1に 1人が必要である

-46
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おがくずは濡れると環境17「乳房炎のリスクが発11するので、カウトレーナーで`1尿姿勢をコントロー

ルする2要 があります。

コストは各メーカーとも1頭J(たり13,0001,ll後で 施 rryは2.000」前後が相場のようです つな

ぎ牛■に設置する場合は 1'床 に柱などの障害物がなければ数頭分まとめて,投11できます。また Iヽ修は

1頭から可能です。

表6 ゴ ムチップマットレスの設置による
横臥時間の変化

横臥時‖‖割合 (%)

設置前 設『:後 増  流

タイストール

フリーストール

460

31 0

5 3 0

4 1 3

+ 7 0

+103

拉は'!い割合
―
横臥叶11/(繊 |ス1,II+“ tユ|「1)

"iマⅢIの
′
「本はコンクリー ト|ゴ′、マット|おか くず

91l ll・91晨業試験場

表6の 根釘I農試のデータによると

タイストール牛舎にゴムチップマット

レスを,没“tした場合 牛 床でのllよ時

‖l割合は平均で7%高 くなり改‖効果

はあると報告しています。

また、カパーシートは 防 水性があ

り ';つ jlKり破断強度が強く か ざ裂

きしにくく裁断面の糸がほつれないも

のが11ましいとのことです.

HO年 度の農業元気づくり1'業で取り扱つた製11のカタログ情報は次のとおりです。

名 称  モ ～すべらん (l可1/1)

製造元 酪 研  回 酪研

イ「 様  マ ットレス :材質-100%ポ リフロピレンにゴノ、チップを充サ(

||・造-14セ ル (14,1)独 、ア構造

」法―幅130cm llさ 180cm(オ ーダーメイ ド可)

嘔Lt- 6 0 k g

カバーシー ト 1材質―テ トロン (束レ 「木川生地 キ100 0 1弓 張 り強度が 100 0 K g )

名 称  パ スチャーマット (カナダ産)

輸入元 野 沢組 販 売′し エ ムエスケー東急 コ ーンズエージー

イ[ 様  マ ットレス :材質-100%ポ リプロピレンにゴノ、チップを充",

構造-12セ ル (12夕1)狙ぃア構造

「ヽ法―幅122cm 長 さ165～ 170cm

m■ -45～ 50kg

カバーシー ト:材質―ポリプロピレン 片 riパラフィンワックス処pll

名 称  C o z y  C o wマ ットレス (カナグ産)

製造ソI Champagne Ed"lon lnc l販売■」オリオングループ

イ「 様  マ ットレス :材質-100%ポ リプロピレンにゴムチップを充填

構造-10セ ル (10列)独 立構造

1法―幅120cm llさ 152か162cm

ll llt-58kg(152cmタイツ) 63kg(162cn,タ イブ)

カバーシート:材質―コーティングボリエスター
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②砂の牛床

☆ 砂の牛床の大きな特徴 ☆

ア ク ッション性に優れていて 「 エサカ河崚れす1支蹄ヘ

の`171が少ない.

イ |キに起きLが る「寺に蹄がHIら十 略 ん張りが効き

楽なJll作となるために肢晰へ|,ストレスが少ない

ウ 砂 による蹄の乾l・と連続11な'IiOこより 蹄 " のヽ

リスクが少ない.

エ ノ`niのり1水llが良く 無 代t●,tめ環境性.L″,炎

の リスクが少ない.

111●,十材でもあり敷料でもある [1砂J

の■ は` 11床後部と'1部及びnl押1側に砂

11めを設i しヽて ,1床全体に砂を10～1 5cm

の||きに収きi占めたものです。

,t4に,1),‖∫でも フ リーストール牛合

で11■ タ イストール1=合でも数件力¬沙の

111を|ポ| しています.

オ ■ 床の′Ⅲ日の手入れは簡11であ/.力` 7～ 10 `Ⅲr ltl l l迪川‖|に大きなり,力が要る.

力 薇 尿処'1設備の摩耗カイ山の,t11よりも多t、

キ 水 分が多く嘔たい葉尿となるし,て lCt'1に1人わ1必要である

をヤI等を尿溝に ,めノ、れて,(

尿溝に'F子の鉄板を敷いて11,iナろ.

バーンクリーナーの作」l11, 1″|ドゃす.

砂は 押 i十合有景が 2%以 ドの |,′)を選びます

砂 Lめは11沐の後部に 1 0 c m■Lr  l iさの11ビ,1か′1本材をアンカーボル トと金物を使つて,議itします.

砂 ための下にワッシャーなとを'、れて l cnヤ|,,の隙‖」を作る七 り1水のために'4ましいて しょう,

既イrの11合に砂■沐を設11する1り |ヽま 41床 か ,ヽいことが多い●)で■沐延■と砂‖:めは11lllL iとな

ります.

カウトレーナーで排尿姿勢をJ,ト コールすると1ケ:ユ常に乾■してい ます そ のため■床繕11の■は

レーキで軽く尿i綺へ落とせ よ十

砂の使用量についての 本 での,111,例はまたなく '卜 Jの フリーストール■合での調査例によると

平均r的な砂の使用'itは32～ 3(, ■ヽ/■ 1末/ と なっています

(Da「y Sc e n c e  U p d a t e  1 9 , , 4ヽ'RINC  S l , M IAヽヽ,111よ|'1]弓|

砂を含んだ糞尿は■く 水 分か '(1交状 となるため次のよう=り tち必要です

ア
　
イ

ウ



③ゴムチップ成型マツトレス

ゴムチップ成型マットレスは廃タイヤを

細かいll状に砕き、ウレタン系接着剤と混

合 して1 油ヽ1で一体力‖圧成lllしたものです。

図7の ように厚さは5 cm 表面力いFらで

裏面が2 5cmの切れ込みが入リクッション

性は 「分にtFF保されています。

透水性はlllく、尿や漏7tはマットに吸収

されません。

サイズは幅が122mで 長さは 65mと 182

cmの2種類があります。重量は長さが182cm

のものが約861gです。

発売されて 凹もないため、 前根生管内で

は、設IH例が少なく、耐久性などについて

は 「分に1■報収集できていません。

価格はl枚2万 円程度です.

単位はKln

図7 ゴ ムチップ成型マットレスの断面図

写真 10

写真 11

写真 12



(2)牛 床の長 さの改善

牛床の問題点の中で 「牛床わサ|IJ場 合には、次のような方法により牛床の延長をおこないます。

① 「金物,と r木板」による延長

通常、十床を延長する場合には、既存の牛床面

と延長した部分が平らであることが大切です。

尿溝が 「分に深く、設置経費をできるだけ押さ

えたい場合には、牛床毎に1つ程度本板を受ける

金物を設,1して厚さ5 cm程度の連続した木板でつ

なぐ方法があります。本板の幅が牛床の延長幅に

なります.

写真 13

② 「金物Jの みによる延長

尿溝が浅い場合には、金物のみで設置します。

この場合 金 物の端が鋭利でさらに尿溝に突出し

ていると Ft llを切るなどの恐れがあるので 丸

く加工するなど・t意が必要です。

写真 14

③ 「コンクリートJに よる延長

牛を一Iキ的に他の場所に繋留することが可能な

場合にはコンクリートで牛床を延長することも可

能です。

写真 15

④ 「すのこ」の利用

最も手軽に牛床を延長する方法として、すのこ

があげられます。数頭のみ延長する場合の方法と

して採用されています。

すのこはクッション性がないので一時的な延長

方法にととめておくのが無難でしょう。

また、すのこから尿溝へ糞をかき落とす作業が

発生したり 尿 溝が浅い場合には パ ーンクリー

ナーを回すたびにすのこを持ち上げる場合も起こ

るので注意が必要です。



牛床に正 しい長さと幅があリサイドパーティ

ション (仕切柵)う'あれば、立ち座 りのポジシ

ョンをほぼ真っ直ぐにコントロールすること力'

でき牛床の汚れを最小限にして、牛を清潔に保

つことができます。

短い′卜床にサイドパーティションを設置する

場合 牛 床の延長が必要です。

写真 17

つなぎ′卜合の場合に必要なサイドパーティションの条件はつぎのとお りです。(図8)

①ボ トムレールと敷料表面との間隔は約25～30cmと して 頭 ゃ脚などが挟まらないようにします。

②ボ トン、レールは取 り付けllitから40～ 70cm縄 度■つ直ぐに伸びて そ こから角度をつけて立ちあげ

ます。その理由は、牛が横臥したときに後躯をぶつけないためです。

③ トップレールの高さは 敷 料表面から107～H7cmに します。

④ トップレールの後端は 搾 辛tや牛床の管理作業の障7Fにならない範囲でl・Kく設置します。おおよそ70

～100cm程度です.

⑤ ミルクタップのある場所のサイトパーティションは人が出入りするためにやや短めにした方が安全で

しょう.

⑥サイドパーティションの資材は|に径約50ミリのスチールパイプがよいでしょう。

(3)サ イドバーティション

ト
ニ

ー
ト
０
一

0 1

図8 サ イ ドバーティションの基本的な寸法



4 牛 床の改善事例

(1)「 砂」の牛床への改善

"1海‖∫のA牧場では 平成1011,の北海道農業,こ気つくり事業によつて 既イ′の牛舎を改造しました。

牛床は  「コンクリー トJ+「 121 1  から 「砂」に変更しました`

またサイドパーティションも111,こ取 り付けました。 (図9)

単位はい

図9 「 J,´の牛床への改造事例

ここでは[1時に 「牛床の延lt, 「 トンネル換気J 「 ニューヨークタイストール」 「 11柚のコー

ティング (既実施)J、 「連続水押l  fll後 可rJ式カウトレーナー|へ と改造 し快適 VIを迫求した4=

子キになつています。

「牛床延長」と 「砂止めJの 設il経て,を表7に 示しました. 砂 止め」は角材を加工 したものを使

川しています。工期は約2日 かかつました.

Aさ んによると 「砂にしてから と にかく
'卜が良 く寝るようになつた.」 とのことです.

表7 1砂 Jの 牛床への改造経費 (40牛床分)

名 l l 形状 1■min 数量 単 位 単 価 金  額 金額/1牛 床

砂止め受金具 49 個 3000 147000 3675

角 材 105*1ち 0■ 3650 ｂ^ 本       3300 52800 1 320

アンカーボル ト ステン '■ 150 本 300 45000 1 125

消耗品雑材 1 式 50C10 5000 125

労務費 1 式 57500 57500 1 438

諸経費 1 式 17500 17500 438

小計

消費和

324800 8121

16.240 406

合 計 341 040 8527

15 btta

7-10「 lに 輸 11でお,給します

して 砂 代は,1に37 00 0  1 l J“約9001)で す。

リ
ー
ナーで回収後、パワーンコベルです くってマニユアスフレッタ

「砂Jの 経費は41001り/mで

40頭分の牛床に月
｀
1たり9m迫 ¬

メlVIに落ちた砂と葉スはパーンク

ーで畑へ還元しています。



(2)「 コムチップマットレス」の牛床への改善

男1海‖∫のB牧 場では A牧 場と同事業によって,班イ′の牛イヤを改造 しました.

1・床は 「コンクリー トJ+「 乾車J力,ら 「マットレス」+「 おがくすJに 変更しま

ドバーティションもlkり付けました.

した さ らにサイ

L7ア ングル

図10 「 ゴムチップマツトレス」の牛床への改造事例

ここでも同‖|に '1'床の延長J 「 トンネル換気J 「 ニューコークタイストールJ 「 飼楠のコー

ティング (ll実施)」  「 ll続水槽Jへ と改造し快適lViを迫求した牛合となつています。

「ゴムチップマットレスJは 1枚 13.000 1 11L iイtは 1枚2,000円かかりました.

4 6牛床で E"は 約 2 で した。

一部 1・llk力rll lな‖̀ 分があ り、砂で穴を理めて

力ヽ その後 ■ 床々血|は少し波打つてしまいました

「`らで使いことが必要です .

施 ■後のBさ んの感旭tは

「ゴムチップマツトレスにしてからは 汁′らず

の動作かス′、―ズになり よ く寝るようになつた。

ない.個 体ft hiが1がつてきた、

その iに 「ゴムチップマットレスjを 敷きました

「ゴムチップマットレスJを 吸くlla riは 牛床か

柔r,かいので 牛 の関AIのⅢlれカリ1(くな り 寝 起 き

出1の11い牛は放牧 しようとしても牛合から ‖ていか

来年は繋ぎっばなしの"'1を してみたい.拌 アLI十の■床1内での作業が楽になつた

■のことです
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( 3 )改 造 前 後 の調 査

月1海町のC牧 場でもA B牧 場 111:業 を行い |:床 を 「コンクリー トJ I「 た‖J力,ら 「ゴムチッ

プマットレスJ十 「おがくずJ+ ・ |イ ドバーティションJの 訂1みriわせに変更し さ らに 「トンネル

換気 (既実施)J「 ニューヨークタイストールJ  inl W Iのコー ティング (既実liL)J「l■続水槽Jへ と

改造し快適性を迫求した■,と な ,Iい ます.

普及センターではこのC牧 場において改善前 改,,後に午 ■81+～
'F後

81キまでの121サ「1の■牛の行

動調査を行いましたので紹介します

表8 改 善前後の施設概要

JI,1
乳 11

■1数
Jl '( 敷  料

サイトパー

ティション
Ⅲ  気 繁 ヤ | lヽ Ⅲ 綸水施設

改善前

改善後

9 8 5   1

9 8 7 3 1

60

60

コンク|―ト

マットレス

斐 枠

おかくす

し

り

な

あ

ジネル

シネ|レ

スタンチ]ン

ニューヨーク

1■く| '

1 ' R I '

ウオーターカリブ

連続水槽

調査方法と内容 l,JH査方法～15分‖‖隔で乳牛の状態を,]1査内′|に11ついてlll察

J‖査内容～樹11、 デ 11 採食 反 ″り lt水 など

表9 改 善前後の乳牛の行動 1時間 回 数)

調査コ I
攻 'キit 改 善後

1ヒ
改 工|1後の 差

横  臥  ,+ ‖ 1

竹  ●  I寺  ‖ I

4 1 1  1 3 5 8 % )

7 7 ( , 4 2 % ,

5 5 (´ 5 8 , | |

6 5 ( 5 4 2● |

1 2 8

8 4

(    1 0 0 % ,

(▲ 1 0 0 % '▲

2

2

1

|

'支  多V  Iキ  ‖‖

採  食  I寺  ‖|

横 臥 反 ,:‖寺11

竹 立 反 ,,1寺‖‖

4(,  ' 3 3 3 % )

3 :  1 3 0 8 'る ,

2 2  1 8 3 % )

|卜 11 5 0 % )

44 (367(´ ,

(3 ,, (〔32 5( ,́I

34 (283.||

1 ( ) 1 8 3・ h l

1 1 ( )

1 0 5

1 5 5

5 6

OИ (   3 4 % )

0 2 (   1 7 % )

1 2 (   1 0 0 % )

▲ 0 8 (▲   6 7 % ,

横臥 “ .立の「1数 |(): 1 1 3 112 12

・
0内 の数7は 全体 |121iド1,にしめる“1合 1しは改|;11の時間を100とする

☆ 結果と考察 ☆

横臥II11は改,4後に121+冊 II夕|1前対比128%)Jオ1とに増'した.

件立時間は逆に121 +‖J( 1 1 1し8■も 減 少 した.

反鶴時椰1は041寺‖1(1 1比 11 0ヽ1 採 ■r,十‖‖ち021 1‖I(同 Jヒ105 % )増 加した

横臥反3:1 1‖‖は 121年ド1(同 比 155。。)著 しく川加 した.

什立反鶴時‖‖は08‖寺‖I(同比51・|1 絆しく減少 した

横臥 “ .立11数は ,21 1 (同 1ヒ 2, 6 ) l Y川 した

以上のことから、環境の変イ七か子L■の行rlJを変化させ  カ ウコンフォー トカ¬Ⅲ lしたものと思われ ま

す。手t牛の健康や1lFF‖1に大きな1杉||を及ぼすことが期イ十できます
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横臥頭数の比較
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図11 改 善前後の横臥頭数の比較

Cさ んによると

「搾′しか終わると将供たお しのように牛が寝る ようにな りました.J

日先月I年か 0分 の |に減 りました J「 飼構 と牛,木の しきりは』■Fに イ効です.J

「残自1が少な くなつた`‐Jと のことです.

(4)牛 床の長 さの改善

①金物と木板による延長

" 1海町の B牧 場では′卜llk を̀)物と本版を用いて 渕12のように延長 しました.

その改造経`セについては■ 9に 示 しました。

|
アンカーボル ト

■イ立̀ まcnl

木板?

t′レト

牛床 |コンクリー ト
を肖りる

床延長金物

床延長金物

図 12 金 物と木板を利用 した改造方法例 (延長幅が広い場合)



1 0 5

ホル |

単位はc

1。

寸

図13 金 物と木板を'「|′■改造方法例 (延長幅が,スしヽ1易合)

床延長金物

一

『
　

・　
　
　
鋤

´
力
■
「
｝
　
　
嘔

表10 コ ンクリー ト牛床^,初 と木板で延長した場合のよ■経費 (46牛 床分)

名 称 形lt寸'inl, 数  量 単  位 筆 価 金  額 金 額 /1午 床

床延長金物 54 個 3000 162000 3522
床延長木板 45*105ン FF50 16 本 1 000 16000 348

アンカーボル ト 4分 ステンt 190 本
３。０

一１‐ ‐一
３

57.000 1,239

消耗品雑材 1 式 5 111 111

労務費 1 式 60.000 60.000 1,304

諸経費 1 式 20000 20000 435
′1  言十 320111 6959

,=責悦 16,006 348

il 336117 7307

写真 18

延長幅が広い場合はこの金具を lt.ます。

牛床が平らになるように、金輿■ 'Fさと大

きさに合わせて牛床のコンク リ |を あら

かしめ削つておきます。

写真 19

延長嘔か狭い場合は、尿蒲lal面に金具を

取り,■ 'Fを乗せて固定 します。



②金物のみによる延長

lll,″‖Iの)牧場ではA H ()牧 場と同事業により 図 13のように金物のみで+床 の延長を行いまし

た.経 `セは人10のとお りです

床延長部分のコンクリー トを肖Jる

アン |」―′トルト
床延長金物 この部分を漕授

Lアングル

アンカーボル ト

接
―
―
―
●

この部分を溶

床延長金物 ~

図14 金 物を利用した改造方法例

Lアングル

表11 コ ンクリー ト午床を金物のみで延長した1易合の設置経費 (56牛 床分)

名  称 形λ大寸活mm 数 量 単  位 単  価 金  額 金額/1牛 床
床延長金物 アングル9*90*150 11 イ固 25000 275000 6875

アンカーボル ト 4分 ステンレス 120 本 300 36000 900
'肖耗品雑材 1 式 15000 15000 375

労務費 1 式 75000 75000 1 875

諸経費 1 式 20,000 20,000 500
′ヽ   言十 421 000 0525

消費税 21,050 526
ギヽ  言+ 442050 11 051

写 真 20 写真 21



(5)サ イ ドバーテ イションの設置

別lll11のA牧 場では、ll続水押|力■)けられるサイドバーティシコンにしました。(X15)

サイ ド′ヽ―テイシヨン |■'I切|

後部端

図 15 サ イ

|
1 7 0

トハーティションの設置例 (連続水槽と同時に設置した場合)

トツプレールの取りつけI,きは 11ヽ面から112cmになるように,ルItしました.

7tJ 力`1寝起きの時に後嘲̀をふつけないようにボト′、レールはトッフレールより知,くしてフリーストー

ル■合で使われているワイトス' ンヽ型に似た形にしました。

ミルクタッフの ドのサイドハー |ィションは人‖‖側の安全性をイはしてトップレールのltさを110cn]

と短くしました.(ミルクタソフ●,ないl rlのトッフレールは12「t nl)

経`セは表12の通りです.

サイドパーティンョンの形 (トリラとボトノ、のレールの11さ 口'レール‖りのllいにr)ぃては コ スト

の11約を受けたので妥協せざるを11ませんでした

表12 サ イ ドバーテイシ |ンの設置経費 (連続水槽取付タイプ)

名 称 形状寸法nm 数  量 単  位 学 価 金  額 金額/1午 床

サイ ド′ヽ―テイシヨン 43 個 6000 258000 6450

木支柱交差金具 86 本 2000 172,000 4.300

取 り付けホル ト類 1 本 2500 2500 63

消耗品雑材 1 式 2500 2500 ０^０^

労務費 1 式 28750 28750 719
諸経費 1 式 8750 8750 219

勺ヽ  言十 472,500 11813

消費税 23625 591

合  計 496125 12404

38

27(長 型)

110(短 型)
|,,´ ―ル

9 4 5 (長 型'

7 7 5 (短 型)


